
 

平成１４年４月２日 

各  位 
会 社 名 東日本旅客鉄道株式会社 
代表者名 代表取締役社長 大塚 陸毅 
（コード番号 ９０２０ 東・大・名第一部）  
問合せ先 広 報 部 長 小縣 方樹 
（ＴＥＬ．０３－５３３４－１３００） 

 

 

その他有価証券評価損に関するお知らせ 

 

 

 当社は、「その他有価証券（財務諸表等規則第８条第２１項に規定するその他有価証券をい
う。）」のうち時価のあるものについて、決算日の市場価格等に基づく時価法を採用しております

が、平成１４年３月期（平成１３年４月１日～平成１４年３月３１日）末において、市場価格が

取得価額に比べ著しく下落し、回復する見込みがあると認められない「その他有価証券」につい

て、平成１４年３月期において評価損を計上することといたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．平成 14 年３月期末に計上する評価損の総額 

(単位：百万円、％) 

（Ａ）その他有価証券評価損 ８８，９１５百万円 

（Ｂ）平成１３年３月期の純資産額（Ａ／Ｂ×１００） 
８１２，１８４百万円 

（１０．９％） 

（Ｃ）平成１３年３月期の経常利益額（Ａ／Ｃ×１００） 
９７，８７４百万円 

（９０．８％） 

（Ｄ）平成１３年３月期の当期純利益額（Ａ／Ｄ×１００） 
５６，２５５百万円 

（１５８．１％） 

 

 

２．今後の見通し 

 当社は、上記の評価損８８，９１５百万円を平成１４年３月期において特別損失に計上します

が、平成１４年３月期業績予想（連結・個別）につきましては、変更を行いません。 

 

 

以  上 


